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1 ，緒言

　二 相 ス テ ン レ ス 鋼溶接部の 水素割れ お よび 溶接金属に おけ る銀点 （Fisheye）が 問題に な っ て

以来 、 溶接金属中の 総水素量測定 が なされて い る 。 し か しなが ら水素割れ お よび 銀点は オ ース

テ ナ イ トで は な く主 に フ ェ ラ イ ト中で の 水素擬へ き開破壊に よるもの で あ り、
フ ェ ラ イ ト中の

水素量を把握す る こ とが 必要で あ る ．

　本研究に おい て 二 相ス テ ン レ ス鋼の 内部摩擦測定 に よ り、オ
ース テ ナ イ ト中の 水素 に 起因す

る内部 摩擦 ピ ーク を見 い だ した 、 こ の ピ ー
クを基礎に した数値計算に よ り形態別水 素定 量解 析

を試み 、二 相 ス テ ン レ ス 鋼母材お よび溶接部にお け る フ ェ ラ イ トお よび オ
ース テ ナ イ ト中の 水

素量を定量化す るこ とを 目的 と して い る。

2 ．実験方法

　二 種類 の 二 相ス テ ン レ ス被覆ア
ー

ク溶接棒SUS329J3L（DP8）鋼お よび SUS329J4L（DP3）鋼 を用 い

て、二 相 ス テ ン レ ス SUS329Jl鋼母材 （オ
ー

ス テ ナ イ トの 体積率40％）に ビ ー
ドオ ン ブ

．
レ ー ト溶接

を行い、内部摩擦測定用試料 および 水素分析用試料を作製 した 、 内部摩擦測定はね じ り振動法

に よ り行 っ た ．測定周波数は約 1Hzで あ る。水素測定 は高感度水素分析装置 を用 い た ．

　水素量 と内部摩擦 と の 関係 を求め るた めに 、SUS329Jl母 材 だ けで な くオ
ース テ ナ イ ト系

SUS304鋼お よび フ ェ ラ イ ト系SUS444ス テ ン レ ス鋼をも用い た。溶接棒の 乾燥条件を変える こ と

に よ り溶接部の 水素量を変化させ た．母材に つ い て は主 に 5％硫酸水溶液 で の 陰極電解法に よ り

水素チ ャ
ージ を行い 、水素量 と内部摩擦 との 関係を調べ た、

　内部摩擦ピ ーク高 さを基礎に して 、二 相ス テ ン レ ス 鋼母材お よび溶接金属に お け る フ ェ ラ イ

ト中お よび オ ース テ ナ イ ト中の 水素量を求め、さ らに 各相に おけ る水素濃度分布 を差分法に よ

る数値計算に よ り求め た。

3 ．実験 結果 お よび検討

　Fig．1は O．2A／cm2 の 電流密度で水素チ ャ
ージ した SVS304鋼の 内部摩擦測定結果 を示 す。265K

付近 に 水素に起因す る内部摩擦 ピ ー
クが観察 される．：

　Fig．2は O、2A／cm2 の 電流密度で 水素チ ャ
ージ した SUS329J1鋼母材 の 内部摩擦測 定結果 を示す 。

水素チ ャ
ージ 時間の 増加 と と もに Fig．1で 観察 された 温度位置 に ピ ークが 生 じ て い る ， した

が っ て、 フ ェ ラ イ ト＋ オ ース テ ナ イ トの 二 相組織に おい て もオ
ース テ ナ イ ト中の 水素 に 起因す

る ピ ー
クが得 られ る 。
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　水素チ ャ
ージ した （フ ェ ラ イ トお よび オ

ー
ス テ ナ イ ト中に 水素が 含 まれ て い るが 、数値計算

に よ りオ
ース テ ナ イ ト中の 水素量 を求め た ）試料および水素チ ャ

ー
ジ後、318Kで 259．2ks保持

して 、 フ ェ ラ イ ト中の 水 素を逃散 させ 、 オ ース テ ナ イ トの み の 水素を有す る試料 に つ い て 、

オ
ー

ス テ ナ イ ト中の 水素量 と内部摩擦ピ ーク高 さ との 関係を示 した も の が Fig．3で あ る。

　こ の 結果 か らフ ェ ラ イ ト中の 水素量 に無 関係に オ
ー

ス テ ナ イ ト中の 水素量と内部摩擦 ピ ー
ク

高 さと は 良 く対応 して い る 、 したが っ て 二 相 ス テ ン レ ス 鋼母材 の 場合は 内部摩擦測定 に よ り

オ
ー

ス テ ナ イ ト中の 水素量を求 め、総水素量か らオ ース テ ナ イ ト中の 水素量を差 し引 くこ とに

よ っ て フ ェ ラ イ ト中の 水素量が得 られ る こ とに なる。

　母材の よ うに オ ース テ ナ イ トが フ ェ ラ イ ト中に 棒状に 不連続的に 存在 して い る場合と溶接金

属の よ うに オ
ー

ス テ ナ イ トが連続的 に つ なが っ て い る場合 とで は内部摩擦におけ る水 素の 寄与

は異な るが 、溶接金属 の 場合も 基本的に は Fig4に 示す内部摩擦 ピ ー
クを測定 す る こ と に よ り

オ
ー

ス テ ナ イ トお よび フ ェ ラ イ ト中の 水素量が 求め られ る、t
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Fig・1　1nternal　friction　versus 　temperature
　　 curves 　as 　the　SUS304 　steel 　was

　　 hydrogen −charged 　at　various　tirnes．
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Fig．3　Hydrogen　content　inaustenite　ve 「sus

　　　peak　height　of　Fnternal　friction　at　265K
　 　 　for　SUS329JI　steel．
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